














 要約:子どもの事故症例について、平成 9年 11月から平成 10 年 1 月までの 3力月間、日

本医師会、日本病院会、全日本病院協会の協力を得て、病院群輪番制に参加している病院

および救命救急センターの 3,070 施設に対して調査を行った。

　平成 9 年 11 月から 3 ヵ月間に得られた 6 歳以下の未就学児の事故症例は 14,612 例(平

成 10 年 3 月 20 日集計分)であった。

 14,612 例の性別は(無回答の100例を除いて)男が8,481 例(58.4%)、女が6,031例(41.6%)

で、年齢別では、0歳が 3,606 例、1 歳が 3,467 例、2 歳が 2,561 例、3 歳が 2,024 例、4

歳が 1,464 例、5歳が 1,116 例、6歳が 374 例であった。傷病の程度は要入院が 14,612 例

中 476 例(3.3%)で、入院期間は平均 7.5 日、重傷が 98 例(0.7%)、死亡が 33 例(0.2%)であ

った。

 後遺症の有無では、後遺症の可能性があるものは 399 名(2.7%)であった。

 今回の調査は傷病名、傷病部位、事故内容、発生場所、発生時の状況および保護者の状

況等の項目について調査を行った。

 これらの結果を詳細に分析することにより、乳幼児の事故について、年齢別、場所別の

実態とその防止策を検討することが可能となり、年齢に応じた事故防止の保健指導が可能

となった。


